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主な研究課題 
・ストレス応答の分子機構と生理機能の研究 
 プロテオスタシスを制御する熱ショック転写因子を中心に，それによるタンパク質異常の感知
機構，ターゲット遺伝子の転写調機構，それらの個体発生，老化，神経変性疾患やがんにおけ
る役割を解明する。 
・ストレス応答の疾患との関わりとその臨床応用の研究 
 熱ショック転写因子及びその制御因子の遺伝子改変マウスを用いて，疾患の病態を解明し，そ
れらの分子をターゲットとした老化関連疾患（主に神経変性疾患とがん）の治療方法を探索す
る。 
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